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②

異
常
気
象
下
で
も
平
年
作
確
保
を

十
二
日

・
田
植
機
で
植
え
付
け

一　
　
異
常
気
象
の
時
で
も
平
年
作
を
確
保
で
き
る
稲
づ
く
り

一　
を
目
ざ
し
、
村
で
は
今
年
度
か
ら
三
カ
年
継
続
で
稲
作
改

一　
善
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
日
、
初
年
度
の

一　
田
植
え
を
行
な
い
ま
し
た
。

本
村
の
稲
作
は
、
津
軽
北
部
　
　
た
。

の
海
岸
冷
涼
地
帯
の
た
め
、
こ
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
労
力
不

れ
ま
で
耐
冷
早
生
種
シ
モ
キ
タ
　
　
足
な
ど
か
ら
機
械
植
え
が
日
立

を
主
体
に
手
植
え
に
よ
る
稲
作
　
　
ち
、
昨
年
の
冷
害
で
は
出
穂
の

栽
培
技
術
が
定
着
し
て
い
ま
し
　
　
遅
れ
に
よ
る
未
登
熟
や
い
も
ち

病
の
多
発
で
い
ち
じ
る
し
く
減

収
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
村
で
は
異
常
気

象
下
で
も
平
年
作
を
確
保
で
き

る
機
械
移
植
向
き
の
適
性
品
種

を
、
見
え
出
す
た
め
の
稲
作
改

・善
試
験
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
、

十
二
日
委
託
を
受
け
た
相
内

の

下
山
福
好
さ
ん
の
水
田
十
二
ア

ー
ル
に

「
シ
モ
キ
タ
Ｌ
ふ
系

一

〇
八
号
Ｌ
ふ
系

一
〇
九
号
」
の

三
品
種
を
機
械
に
よ

っ
て
、
植

え
付
け
し
た
も
の
で
す
。

本
村

の
水
稲
作
付
け
品
種
は
、

シ
モ
キ
タ
が
全
耕
作
面
積

の
七

五

・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

今
後

こ
の
試
験
に
よ

っ
て
シ
モ

キ
タ
に
代
わ
る
品
種
と
し
て

「

ふ
系

一
〇
八
号
Ｌ
ふ
系

一
〇
九

号
」
を
開
発
、
導
入
で
き
る
か

ど
う
か
、
試
験
結
果
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
試
験
田
に
は
た

い
肥

の
水
田
区
と
無
た

い
肥
区
を
設

置
し
て
、
そ
の
効
果
を
比
較
し

ま
す
が
、
試
験
に
当

っ
て
は
金

木
地
区
農
業
改
良
普
及
所
と
市

浦
村
農
協

の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受

―
斜
あ

―

・一一・・一・一・一一一・一

一
一一一・

だ
一

農作業の賃金が

決まりました

550頭が草原でノンビリ

今
年
も
肉
牛
の
放
牧
が
始
ま
り
ま
し

九
日
か
ら
二
日
間
、
実
取
地
区
を
皮

切
り
に
、
十
日
岩
井
、
十

一
日
脇
元
の

三
放
牧
場

に
合

せ
て
約
五
百
五
十
頭
の

黒
毛
和
種
が
勢
ぞ
ろ

い
。
家
畜
保
健
衛

生
所
、
畜
産
指
導
所
、
北
農
林
事
務
所

の
係
員
が

一
頭

一
頭
入
念
に
検
査
を
し

異
物
を
飲
み
込
ん
で

い
な

い
か
ど
う

か
、
妊
娠
は
ど
う
か
、
伝
染
病
の
予
防

注
射
や
採
血
　
な
ど
き
び
し

い
チ

ェ
ッ

ク
。
昨
年
冬
か
ら
今
年
の
春

に
か
け
て

生
れ
た
約
百
五
十
頭
の
子
牛

も
体
重
計

に
乗
せ
ら
れ
、
鼻
紋
を
と

っ
て
初
登
録

放
牧

さ
れ
た
牛
は
十
月
ま
で
の
六
カ

月
間
、
広

々
と
し
た
草
原
で
の
ん
び
り

過
し
ま
す
。

一 般 本 田 作 業 日当 (男女共)

10ア ール当 り

荒かきから代かきまで

‐番絆起から代かきまで

自 動 脱 穀 機 1日 当 り

■水|||、 畑の作業はともに実働 8時間で財jな しっ

機械は 1べ て運転人夫付 き、賄 をし。



本町子ども会で火防の夜まわり
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相
内

・
本
町
ル
と
―
′会

一出

谷
美
奈
子
会
長

）
で
は

「私
た

ち
の
町
内
か
ら
火
災
を
な
く
し

よ
う
―
〔
」
と
毎
週
水
曜
日
と
金

曜
日
の
一
．回
午
後
七
時
か
ら
、

ト

ノ、
人
の
小

。
中
学
生
が
そ

―――
心
の
夜
ま
わ
り
」
に
、
火
災

予
防
の
認
識
を
新
た
に
し
、
無

火
災
を
誓

っ
て

い
ま
す
。

巡
回
の
日
は
、
消
防
署
の
パ

ト
カ
ー
も
加
わ
り
、
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
て

い
ま
す

な
お
、
本
町
子
ど
も
会
で
は

火
災
予
防

の
ほ
か
、
毎
日
第

一

と
第
二
日
曜
日
の
二
回
、
父
兄

と

い

っ
し

ょ
に
町
内
の
清
掃
を

行
な

い
、
き
れ

い
な
町

つ
く
り

に
も
が
ん
ば

っ
て

い
ま
す
。

は 内
iliた
月  れ ろ

lf t7Dが は
｀
本 歩 つ

の 各 起 か ::町 き て
|よ 家 き

｀
棟 で

｀
人

か 庭 ごこ を は 町 災
神 で い れ 焼 昭 内 予
経 も る ま く和 を防
を 火 だ で 火 μЧ の
電η[三 肇与¥肇
て 末

｀
|`11あ fFま を

い に 町 火 っ 六 十 ′]、

日暮れとき、大きな声で火災予防を呼びかける
本町子とも会のよい子たち。

村
営
ゴ
ミ
捨
て
場

に

火
を

つ
け
な

い
で
―

村

営
の

コ
ミ
捨

て
場

に
大
キ
　
　
協
力
く
だ
さ

い
［

放

つ
心
な

い
人

た

ち

の
た

め

に

大

変

因

っ
て

い
ま

す

村

営

の

コ
ミ
捨

て
場

は

、

毎

年

数

回

に
わ

た

っ
て
燃

え
あ

が

り

そ

の

つ
ど
、

消

防
卓

か
出

動

し

て
消

火

に
あ

た

「
で
き

ま

し

な
お
、
村
の

コ
ミ
捨

て
場
は

´
般
廃
棄
物
以
外

の
産
業
廃
棄

物
は
持
ち
込
ま
れ
ま
せ
ん

Ｃ
廃
棄
物

の
処
理
及
ひ
清
掃

に
関
十
ろ
法
律

今年も 5月 8日 から3日 間燃えつつけ、一時は
山火事の危険にさらされた村営コミ捨て場
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④

山
の
ひ
と
り
歩
き
は
や
め
る

こ
と
し
も
山
菜
取
り
の
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。

毎
年

こ
の
山
菜
取
り
で
多
く

の
遭
難
者
を
出

し
て
お
り
、
尊

い
人
命
ま
で
失
な

っ
て

い
る
状

況
で
す
。
事
故
が
起
き
ま
す
と

捜
索

の
た
め
多
く
の
人
が
出
動

し
、
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
費
用
は
遭
難
者
側
が
負
担

す
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
に
め

い
わ
く

を
か
け
・る
遭
難
事
故
を
な
く
す

る
た
め

に
次

の
こ
と
が
ら
を
守

▽
天
気
予
報
を
た
し
か
め
、

天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な
と
き

は
、
山

へ
は

い
ら
な

い
。

▽
万

一
に
そ
な
え
て
食
糧
、

マ
ッ
チ
、
雨
具
等
を
持

つ
。

▽
山

に
行
く
と
き
は
、
家
族

に
コ
ー
ス
帰
宅
時
間
、
同
行
者

を
知
ら
せ
る
。

▽
山
の

一
人
あ
る
き
は
し
な

▽
団
体

で
行
く
と
き
は
、
集

合
時
間
、
場
所
、

コ
ー
ス
等
を

打
ち
合

せ
る
。

▽
自
分

の
体
力

に
合

っ
た
行

動
を
す
る
。

▽
天
候
が
悪
く
な

っ
た
ら
、

無
理
せ
ず

に
早
く
き
り
あ
げ
る
。

▽
道

に
ま
よ

っ
た
ら
歩
き
ま

わ
ら
ず
、
そ
の
地
点
か
ら
の
連

絡
方
法
を
考
え
る
。

▽
帰
宅
時
間
が
す
ぎ
て
も
帰

ら
な

い
と
き
は
、
す
ぐ
近
く
の

警
察
官
駐
在
所
か
消
防
団

に
知

ら
せ
る
。

―

餓
あ

―

村
で
は
こ
の
ほ
ど
、
二
十
六

人
乗
り

「
福
祉
バ

ス
」
を
購
入

二
百
六
十
四
万
六
千
円
で
購

入
し
ま
し
た
が
、
県
費
補
助
は

三
分
の

一
で
し
た
。

こ
の
福
祉
バ

ス
は
、
福
祉
団

体
等
の
研
修
及
び
そ
の
他

の
事

業

に
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
使
用

を
希
望
す
る
と
き
は
、
七
日
位

前

に
総
務
課

へ
申
し
込
ん
で
く

使
用
料
は
無
料
で
す
。

土地や建物 を

売 った とき

〔‖廿蘇1詢

土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と
き

の
利
益
を
譲
渡
所
得
と

い
い
、

こ
れ

に
対
し
て
税
金
が
か
か
り

ま
す
。議
渡
所
得

に
か
か
る
税
金

は
、
長
期
と
短
期

に
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
次

の
方
法

で
計
算
し

ま
す
。

〈長
期
譲
渡
所
得
〉

昭
和
四
十
三
年
以
前
か
ら
持

っ
て
い
た
土
地
や
建
物
を
売

っ

た
と
き
の
議
渡
所
得
の
こ
と
を

い
い
、
普
通
の
場
合
、
百
万
円

の
特
別
控
除
が
あ
り
ま
す
。

税
率
は
、
特
別
控
除
後
の
所

得
が
二
千
万
円
以
下
の
場
合
は

二
十
％
で
す
。

（短
期
饉
渡
所
得
〉

昭
和
四
十
四
年
以
降
に
取
得

し
た
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と

き
の
議
渡
所
得

の
こ
と
を

い
い
、

長
期
譲
渡
所
得

の
よ
う
な
特

別

控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
率
は
、
最
低
四
十
％

で
す
。

な
お
、
自
分

の
住
ん
で

い
る

建
物
や
そ
の
敷
地
を
売

っ
た
場

合
な
ど
に
は
、
特
別
控
除

の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
こ
と

は
、
近
く
の
税
務
署
か
税
務
相

談
室

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 26人乗りで、264万 6千円でした。

今
回
、
昭
和
五
十

一
年
分

所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ

れ
、
次

の
金
額
が
還
付
さ
れ

運
付

さ
れ
る
金
額
は
、
本

人
は
六
千
円
、
控
除
対
象
配

偶
者

や
扶
養
親
族
は

一
人

に

つ
き
二
千
円
と
し
て
計
算

し

た
金
額

で
す
。
た

し

　

だ
し
、
納
め
た
昭

構　　『̈̈
」一一̈

の

　
　
な

り
ま
す

。

コ悩
　
しかし、利子、配

朧」　
制版腔̈
嘲制鵬

由ロ　　ニ“い“榔電付

．
　
　
　

還
付
方
法
と
そ

〓償
　
の
手
続
き
は
次
の

酷
　の〈と糊）けデン

本
年
六
月

一
日

現
在

に
お

い
て
昨
年
と
同
じ

会
社

に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
は
、
お
よ
そ
、
六

月
～
ｔ
月
ご
ろ
、
賞
与
や
給

与
を
受
取
る
と
き
に
、
勤
務

先
か
ら
避
付

に
な
り
ま
す
。

〈
事
業
所
得
者
な
ど

の
場
合
〉

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
中
告

を
し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月

ド
句
ご
ろ

に
税
務
署
か
ら
運
付

を
受
け
ら
れ
る
金
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ

れ
た
還
付
請
求
井

に
、
所
要

の

事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署

に

返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す

る
と
、
税
務
署
か
ら
選
付
金

の

支
払
通
知
詳
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
■

に

よ

っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

給
与

の
税
金
を
源
泉
微
収

で

納
め
、
年
末
調
整
を
受
け
て

い

る
が
、
今
年

に
な

っ
て
二
月
末

ま
で
に
退
職
し
た
人
や
、
昨
年

中
途

で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、

給
与

の
税
金
を
源
泉
徴
収
さ
れ

た
ま
ま
で
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な

い
人
な
ど
は
、
税
務
署

ヘ

還
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
場
合
、
昭
和
に
卜

一
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
て

い

な

い
人
は
、
期
限
後

の
確
定
中

告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受
け

る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

税
務
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

電
話

（２
奮
一こ

四
―
二

一
二
六



⑤

県
弁
護
士
会
で

無
料
法
律
相
談

青
森
県
弁
護
士
会

（小
山
内

績
会
長
）
で
は
（
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
行
な

っ
て‘

お
り
ま
す
。

法
律
問
題
で
お
困
り
の
か
た

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
実
施
日
　
毎
週
水
曜
日
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

□
場
　
所
　
青
森
県
弁
護
士
会

事
務
局

（青
森
市
長
島

一
丁

（六
月
以
降
の
相
饉
日
）

１０

月

‐２

月

ω

２２

お
困
り
の
方
へ
　
講
の。脚輩
庁解
わμ

日
本
損
害
保
険
協
会
青
森
自

　

意
保
険
、
ひ
き
逃
Ｊ
事
故
等
に

動
車
保
険
請
求
セ
ン
タ
ー
で
は
、
　

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

目
二
番
ニ
エＣ

□
相
談
担
当
者
　
青
森
県
弁
護

士
会
会
員
弁
護
士

□
相
談
内
容

①
金
銭
、
家
庭
、
不
動
産
、

そ
の
他
の
民
事
相
談
全
般

②
交
通
事
故
相
談
　
損
害
の

算
定
。
過
失
の
認
定
、
保

険
請
求
手
続
、
示
談
の
方

法
等

③
訴
訟
手
続
き
等
に
つ
い
て

の
相
談

④
生
活
困
窮
者
等
の
裁
判
費

用
貸
与
等
の
相
談
¨

□
場
所
　
青
森
市
長
島

一
丁

ロ
　
ヤ

マ
ウ
ビ

ル
８
階

（
自
賠
責
調
査
事
務
所
と

な
り
）

□
相
談
時
間
　
平
日
…
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。

土
曜
日
…
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で
。

□
そ
の
他
　
お
急
ぎ

の
方
や

簡
単
な
ご
相
談
は
電
話
で

も
応
じ
ま
す
。

□
電
話

（
２
ｔ

と
一一１
８
一〓

８

〓
七
し
六
―
響
一空

犬
を
飼

い
た
い

方
は
い
ま
せ
ん
か

保
健
所

で
は
動
物
愛
護

の

一

環
と
し
て
、
現
在
抑
留
さ
れ

て

い
る
犬
と
飼

い
犬
と

の
交
換
、

さ
ら

に
は
大
を
飼
育

し
た

い
方

へ
の
払

い
下
げ
を
行
な

っ
て
お

り
ま
す
。

い
ま
飼

っ
て

い
る
大
と
交
換

し
た

い
方
、

こ
れ
か
ら
犬
を
飼

育

し
た

い
方
は

毎
月
第

二
月
曜
日
午
前
十
時

か
ら
正
午
ま
で
に
五
所
川
原

保
健
所

へ
ど
う
ぞ
。

ま
ず
裁
定
請
求
を

国
民
年
金
を
受
け
る
に
は

国
民
年
金

は
、
ご
本
人
か
ら

「
裁
定
請
求
書
」
が
提
出

さ
れ

て
い
初
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

も
し
、

こ
れ
を
息

っ
て
五
年
た

つ
と
、
時
効

に
な

っ
て
年
金
を

受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま

こ
の
裁
定
請
求
書
を
提
出

さ

れ
る
と
き
は
、
国
民
年
金
手
帳

を
添
え
、
年
金

の
銀
行
払
込
み

な
ど
を
希
望
す
る
と
き
は
、
預

金
通
帳
の
記
号
番
号
に
つ
い
て

金
融
機
関
の
証
明
を
受
け
て
く

柿鴻呻〔菖

電
話
機

の
移
転

は

二
週
間
位
前

に
―

家
屋
の
新
築
、
改
造
や
引
越

等

に
よ
り
、
電
話
機
等

の
移
転

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
遅
く
と

も
二
週
間
位
前

に
電
話
局

へ
連

絡
し
て
く
だ
さ

い
。

定
期

の
工
事

＝
は
毎
週
火
曜

日

⌒
祝
察

＝
は
の
ぞ
く
）

を
お
、
工
事
が
多

い
と
き
や

急
な
申
し
込
み
の
工
事

に

つ
い

て
は
、
希
望

の
日
に
工
事
が
で

き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

ご
了
知
く
だ
さ

い
。

電
話

の
新
設
申

込

み

は

い
ま
す
ぐ

に

新
し
く
電
話
を
お
つ
け
し
た

い
方
は
い
ま
す
ぐ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。　
一
部
の
地
区
を
除

い
て

一
～
ニ
カ
月
位
で
お
つ
け

で
き
ま
す
。

電
話

料
金
自

動
支

払

い
の
お
す
す

め

電
話
料
金
の
支
払
い
を
忘
れ

て
い
た
た
め
納
期
限
が
過
ぎ
た

り
、
請
求
書

（キ

ツ
プ
）
を
な

ぎ
小
泊
電
報
電
話
局
ま
で
足
を

運
ん
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

こ
の
よ
う
な
手
数
を
は
ぶ
く

た
め
に
も
、
み
ち
の
く
銀
行
、

市
浦
村
農
協
に
預
金
日
座
を
お

持
ち
の
方
は
、
自
動
支
払
い
の

制
度
を
利
用
さ
れ
れ
ば
便
利
で

身
体
障
害
者
の

更
生
相
談
日
程

身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
は

つ
ぎ
の
日
程
で
行
わ
れ
る
こ
と

当
日
は
新
規
の
診
査
を
は
じ

め
、
補
装
具
の
交
付
、
俸
理
な

ど
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
脳
滋
血
後
遺
症
は
内

科
で
な
く
、
整
形
外
科
で
す
。

（当
日
持
っ
て
行
く
も
の
）

□
身
障
者
手
帳
、
職
場
病
者

手
帳
、
印
鑑
。

□
新
規
の
か
た
は
国
民
健
康

保
険
者
証
、
健
康
保
険
者

証
、
共
済
組
合
員
証
。
、

□
内
科
の
受
診
者
は
六
カ
月

以
内
の
Ｘ
線
写
真
、
カ
ル

テ
、
ま
た
は
カ
ル
テ
の
写

し
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者

は
血
清
、
内
因
性
ク
レ
ア

チ
エ
ン
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
値

等
の
検
査
資
料
。

□
昼
食
持
参
。

□
補
装
具
の
交
付
、
修
理
を

希
望
す
る
か
た
は
、
補
装

具
交
付
申
請
書
と
世
帯
状

況
調
書
を
役
場
か
ら
も
ら

診療科目 月 日 時   間 場 所

耳 鼻 科 6月 7日 午前 9時～正午 五所川原福祉会館

眼  科 6月 29日

内  科 7月 7日

整形外科 7月 26日



成
人
病
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

市
浦
村
で
も
、
四
十
八
年
か

ら
ま
ず
、

「
ア
タ
リ
死
亡
を
な

―

マ
に
活
動
を
す
す
め
、　
一
時

は
ア
タ
リ
死
亡

一
名
と

い
う
減

少
を
み
ま
し
た
が
五
十

一
年
は

六
名
と
ま
た
ふ
え
ま
し
た
。
ガ

ン
も
減
る
き
ざ
し
は
見
え
ず
五

十

一
年
は
第
二
位
を
占
め
て

い

ま
す
。

成
人
病
の
予
防
策
は
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
あ
り
ま
す
。

他
人
事
と
思
わ
ず
、
す
す
ん
で

自
分
で
自
分
の
健
康
を
守
り
ま

働
き
ざ
か
り
に

五
十
二
年

の

一
月
現
在
で
、

前
に
ア
タ

ッ
タ
こ
と
の
あ
る
人

が
三
十
二
人

い
た
の
で
す
が
、

一
年
間
に
六
人
が
亡
く
な
り
ま

高
血
圧
の
人
は

進
ん
で
受
診
を

ア
タ
リ
死
亡
者
六
名

の
中

に

は
、
ふ
だ
ん
か
ら
血
圧
が
高
く

何
度
か
受
診
す
る
よ
う
保
健
婦

か
ら
も
家
族
か
ら
も
進
め
ら
れ

て

い
た
が
、

「高
血
圧
は
な
お

る
も
の
で
は
な

い
、
病
院

へ
は

行
き
た
く
な

い
」
な
ど
の
考
え

か
ら
行
か
ず
仕
事
も
無
理
し
が

ち
で
あ

っ
た
。
四
十
代
の
働
き

ざ
か
り
の

一
家
の
柱
が
二
人
の

子
供
を
残
し
て
死
亡
し
た
例
が

あ
り
ま
す
。
め
ん
ど
う
が
ら
ず

診
療
を
受
け
ご

い
た
ら
―
と
悔

や
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
健
婦
に
よ
る
健
康

相
談

に
も
顔
を
見
せ
、
血
圧
測

定
を
し
て
も
ら
う
な
ど
健
康
管

理
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

多

い

ア・

―
獄
あ
―

自覚症状がないガ〃  胃ガン検診状況
検診だけが頼 り

成
人
病

（
脳
率
中
、
ガ

ン
、
心
疾
患
）
は
今
や
、
国
民
死

亡
の
五
十
七
％

⌒市
浦
村
六
九

・
五
％
）
を

こ
え
、
特
に
四

十
代
―
六
十
代

の
働
き
ざ
か
り
の
成
人
を
む
し
ば
み
、
家
庭

を
不
幸

の
ど
ん
底
に
お
と
し

い
れ
、
社
会
的
に
も
大
き
な
問

題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
。
そ
の
う
ち
、
再
発
作

（
　

・
く
な
り
ま
し
た
。

ア
タ
リ
な
お
し
）
が
原
因
で
亡

　

脳
卒
中
は
他
の
病
気
と
違

っ
て

く
な

っ
た
の
は
四
人
で
す
。

ア
　
　
い
く
ら
で
も
防
げ
る
も

の
で
す

タ
リ
な
お
し
が
強

い
と
命
と
り
　
　
が
、
逆
に
、
誰

に
で
も
ア
タ
リ

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　

　

　

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
発
作
を
起

こ
し
　
　
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
ま

た
人
も

い
ま
す
。
相
内
二
人
、
　

　

ず
、
自
分
の
健
康
を
常

に
確
認

十
三

一
人
、
脇
元
二
人
の
計
六
　
　
し
て
お
く

こ
と
、
そ
し
て
、
食

人
で
す
が
、
そ
の
中

に
は
働
き
　
　
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
大
切

盛
り
の
男
性
が
二
人
含
ま
れ
て
　
　
で
す
。

お
り
、
六
人
の
う
ち
五
人
は
亡

五
十

一
年

一
月

か
ら
十
二
月
ま
で

の
間
に
胃
ガ
ン
で

死
ん
だ
人
が
五
人

五
人
の
う
ち
、
検

診
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
が

一
人

こ
と
は
非
常

に
残

念
な

こ
と
で
す
。

五
十

一
年
度
の
検
診
で
、
精
密

検
査
の
必
要
の
あ

っ
た
人
が
三

十
八
人

い
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
二
十

一
人
は
自
党
症
状
が
全

然
な
く
、
残
り
十
七
人
は
、
「胸

や
け
」
、
「腹
痛
」
、

「食
欲
な

い
」

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
症
状
も
見
逃
し
て
し

ま

い
が
ち
で
す
が
、
自
党
症
状

の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

全
然
な

い
人
も

一
年

に

一
回
の

機
会
を
の
が
さ
な

い
よ
う
、
み

ん
な
で
さ
そ

い
合

っ
て
受
け
た

い
も
の
で
す
。
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十
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）
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大
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芳
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伊
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穣

（
磯
松

）
純

一

成
田
　
利
香

（
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）
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外
崎
　
充
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脇
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）
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一

自
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